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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年10月15日(2009.10.15)

【公開番号】特開2009-199049(P2009-199049A)
【公開日】平成21年9月3日(2009.9.3)
【年通号数】公開・登録公報2009-035
【出願番号】特願2008-190505(P2008-190505)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/28     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/36     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｎ
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ   3/00    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月21日(2009.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像装置であり、
　フォーカスレンズを移動させてフォーカス位置の検出を行なう制御部を有し、
　前記制御部は、
　フォーカスレンズの可動範囲の一部のみをスキャン範囲として設定したオートフォーカ
ス（ＡＦ）スキャン処理を第１スキャン処理として実行し、
　前記第１スキャン処理においてフォーカスポイントが検出されない場合に、
　前記第１スキャン処理のスキャン領域と異なる領域を含む領域をスキャン範囲として設
定したオートフォーカス（ＡＦ）スキャン処理を第２スキャン処理として実行する構成で
ある撮像装置。
【請求項２】
　前記第１スキャン処理のスキャン範囲と、前記第２スキャン処理のスキャン範囲とには
重複領域を含む請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
　前記第１スキャン処理として、顔検出処理によって検出された顔の距離の近傍を焦点距
離とするフォーカスレンズの位置近傍のみをスキャン範囲として設定したスキャン処理を
実行する構成である請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記第２スキャン処理として、フォーカスレンズの可動範囲の全領域をスキャン範囲と
して設定したスキャン処理を実行する構成である請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
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　前記制御部は、
　撮影対象となる被写体の推定距離である被写体距離を算出し、算出した被写体距離の近
傍を焦点距離とするフォーカスレンズの位置をスキャン開始位置として、該スキャン開始
位置から一方向にのみフォーカスレンズを移動させて前記第１スキャン処理を実行し、
　前記第１スキャン処理においてフォーカスポイントが検出されない場合に、
　前記第１スキャン処理におけるスキャン処理範囲以外の領域を含む領域をスキャン範囲
として設定した第２スキャン処理を実行する構成である請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　前記被写体距離を、
　被写体距離［ｍ］＝（焦点距離）×（被写体の高さ）／（イメージャの高さ）／１００
０
　上記式によって算出することを特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記制御部は、
　前記第１スキャン処理として、撮像装置の取得画像のモニタリング処理によって取得し
た被写体距離の近傍を焦点距離とするフォーカスレンズの位置近傍のみをスキャン範囲と
して設定したスキャン処理を実行する構成である請求項１に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記制御部は、
　前記第１スキャン処理においてフォーカスポイントが検出されない場合に、
　前記第１スキャン処理のスキャン領域を含み、かつ、フォーカスレンズの可動範囲の一
部領域のみをスキャン範囲として設定した第２スキャン処理を実行し、
　前記第２スキャン処理において、フォーカスポイントが検出されない場合に、前記第２
スキャン処理におけるスキャン処理範囲以外の領域を含む領域をスキャン範囲として設定
した第３スキャン処理を実行する構成である請求項７に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記制御部は、
　撮影対象となる被写体の推定距離である被写体距離を、
　被写体距離［ｍ］＝（焦点距離）×（被写体の高さ）／（イメージャの高さ）／１００
０
　上記式によって算出し、算出した被写体距離の近傍を焦点距離とするフォーカスレンズ
の位置をスキャン開始位置として、該スキャン開始位置から一方向にのみフォーカスレン
ズを移動させて前記第２スキャン処理を実行し、
　前記第２スキャン処理においてフォーカスポイントが検出されない場合に、
　前記第２スキャン処理におけるスキャン処理範囲以外の領域を含む領域をスキャン範囲
として設定した第３スキャン処理を実行する構成である請求項８に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、
　前記第１スキャン処理を予め設定した遠景領域と近景領域との境界から開始し、
　前記第２スキャン処理を予め設定した近景領域と拡大鏡領域との境界から開始する構成
である請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記遠景領域と近景領域との境界、および前記近景領域と拡大鏡領域との境界はカムカ
ーブによって規定される請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、
　被写体距離が、遠景領域にあるか、近景領域にあるか、拡大鏡領域にあるかを判別し、
被写体がどの領域にあるかを識別するためのアイコンの表示制御を行う構成である請求項
１に記載の撮像装置。
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【請求項１３】
　前記制御部は、
　撮像装置の動きを検出し、動きが検出された場合には前記アイコンを非表示とする制御
を行う構成である請求項１２に記載の撮像装置。
【請求項１４】
　前記制御部は、
　被写体距離が、遠景領域にあるか、近景領域にあるか、拡大鏡領域にあるかを判別し、
被写体がどの領域にあるかに応じて、補助光の発光強度を制御する構成であり、被写体距
離が近景領域または拡大鏡領域にある場合は、被写体距離が遠景領域にある場合よりも発
光強度を低下させる制御を行う構成である請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１５】
　前記制御部は、
　補助光の発光強度の制御レベルを識別可能な補助光アイコンを表示部に表示する制御を
行う構成である請求項１４に記載の撮像装置。
【請求項１６】
　撮像装置において実行する撮像装置制御方法であり、
　制御部が、フォーカスレンズを移動させてフォーカス位置の検出を行なうフォーカス制
御ステップを有し、
　前記フォーカス制御ステップは、
　フォーカスレンズの可動範囲の一部のみをスキャン範囲として設定したオートフォーカ
ス（ＡＦ）スキャン処理を実行する第１スキャン処理ステップと、
　前記第１スキャン処理においてフォーカスポイントが検出されない場合に、
　前記第１スキャン処理のスキャン領域と異なる領域を含む領域をスキャン範囲として設
定したオートフォーカス（ＡＦ）スキャン処理を実行する第２スキャン処理ステップを含
む撮像装置制御方法。
【請求項１７】
　撮像装置において像装置制御処理を実行させるコンピュータ・プログラムであり、
　制御部に、フォーカスレンズを移動させてフォーカス位置の検出を行なわせるフォーカ
ス制御ステップを有し、
　前記フォーカス制御ステップは、
　フォーカスレンズの可動範囲の一部のみをスキャン範囲として設定したオートフォーカ
ス（ＡＦ）スキャン処理を実行させる第１スキャン処理ステップと、
　前記第１スキャン処理においてフォーカスポイントが検出されない場合に、
　前記第１スキャン処理のスキャン領域と異なる領域を含む領域をスキャン範囲として設
定したオートフォーカス（ＡＦ）スキャン処理を実行させる第２スキャン処理ステップを
含むコンピュータ・プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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